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本書の編集・執筆は、中村由克がおこなった。編集

にあたっては、佐藤ユミ子、今井美枝子 。長谷川悦

子の援助をうけた。

調査によってえられた諸資料は、野尻湖ナウマンゾ

ウ博物館で保管している。

出土資料の注記番号は、次のとおりである。

東裏遺跡 東裏団地地点  93H D

東裏遺跡 町道柴山線地点 99H U

発掘調査 。報告書作成にあたり、下記の諸氏にご指

導・ご援助いただいた。記して謝意を表する次第で

ある (敬称略)。

縄文土器 :中 沢道彦、小笠原永隆
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本書は、平成 5年度町道東裏団地線建設工事および

平成11年 度町道柴山線建設工事にかかわる東裏遺跡

の発掘調査報告書である。

調査は、信濃町教育委員会が、平成 5年 9月 20日 か

ら平成 5年 11月 5日 、ならびに平成11年 4月 23日 か

ら平成11年 6月 8日 にかけて実施 した。

整理作業は、それぞれ平成 5年 、および平成11年 か

らはじめた。

報告書作成のための作業は、平成16年 2月 29日 まで

におこなった。

本書は、調査によって確認された遺物 とその出土状

況を中心に、基礎資料を提示することに重点をおい

た。
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丁
上 東裏遺跡東裏団地地点の発掘調査

概要

遺跡所在地  長野県上水内郡信濃町大字柏原字東裏

調査主体   信濃町教育委員会

調査面積   700ぽ

調査期間   1993(平成 5)年 9月 20日 ～11月 5日

調査目的   宅地造成地内の道路工事に伴う発掘調査

2 遺跡の位置

柏原の南部、伊勢見山の南麓を南西に流れる細谷沢と

鳥居川の合流点付近に発達する小規模な段丘面に立地す

る。南側には信濃町役場方面から小 さな沢が開析 してお

り、さらに南隣のやせ尾根状の段丘先端部には東裏城跡

が位置 している。

3 調査の概要

1)調査体制

川沿いの畑地で住宅団地を造成し、その中央に町道東

裏団地線を建設することになり、発掘調査をおこなった。

調査主体者 信濃町教育委員会 教育長 片山 幹威

事 務 局 次  長

係  長

文化財担当

調査担当者 中村 由克

調査参加者 新井のぞみ、

片山 トヨ、

中村 ヨネ子、

永原シズエ、

渡辺  稔、

山崎 功一

松本 武夫

渡辺 哲也

今井美枝子、木村キミ子、

小林 ヨシエ、佐藤ユ ミ子、

中村 正枝、中村 光江、

東   貢、福沢キサエ、

山下 紀代

野

左 :町道柴山線地点、右 :東裏団地地点
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図 1 東裏遺跡の調査位置
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図 2 東裏団地地点の出土遺物の分布 図 3 東裏団地地点の調査区

表 1 東裏遺跡東裏団地地点の出土遺物点数
(単位 :点 )

種 類
石 器

(剥 片石器)

剥片・石核 礫石器 縄文土器
江戸時代末

染 付

明治時代初

染 付

近・現代

陶磁器
礫・その他 総 計

点 数
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2)調査経過

9月 20日  入口部分の試掘。柏原黒色火山灰層下部より

縄文土器が出土 し、本格的な調査に入ること

を決定。調査地を拡大。上ノ原遺跡 (第 2次 )

と並行 して調査。

10月 12日  上ノ原遺跡が終了 し、東裏団地を増員。調査

地の拡大。

10月 21日  七ッ栗遺跡を着手。並行 して調査開始。

10月 27日 発掘作業がほぼ終了。平面図、記録、測量。

11月 5日  現場の撤収、七ッ栗遺跡に引越 し。

4 遺物の出土状況・層位

1)出土状況

北北東一南南西方向の道路の 2か所で遺物集中区が確

認された。遺構は一切伴わず、多 くの遺物が散在 してい

た。 D2・ 3グ リッドでは、縄文土器115点、石鏃、特殊

磨石、石皿などが出土 した。また、C9・ D8グ リッド

では、縄文土器72点が出土 したが、石器は少なかった。

東裏団地の発掘では、総計510点 の出土品がえられた。

縄文土器391点 、石器43点 、陶磁器18点 、その他 (礫 など)

58点であった。

2)層位

上位 より表土は35cmの 黒色火山灰質土壌 (耕作土 )、 49

cmの 柏原黒色火山灰層、この下位にシル ト層を主体 とす

る上部野尻湖層相当の水成層が堆積。シル ト層の トップ

から13cmの付近に厚 さ 6 cmの ガラス質火山灰のレンズが

あ り、ヌカ I火山灰層 (AT)に 対比される。これより

下位には粘土層が分布する。

縄文時代の遺物は、黒色火山灰層の下部に集中して出

土 した。

5 出土遺物

1)縄文土器

出土土器のほとんどは縄文時代早期の沈線文系土器で

ある。沈線文と貝殻腹縁文を施文した土器と無文のもの

が大半で、ほぼ 1時期に属す一括資料と思われる。概 し

て薄手で、よい焼き上がりの土器であるが、小片に割れ、

表面は水の作用による著 しい風化を受け、文様が剥落し

て確認できないものも多い。

1は 口縁部が外側に開いたあと、キヤリパー状にすぼ

まる器形である。日縁にそって太い沈線で上下に区画さ

れ、その中にクランク状のモチーフが沈線でえがかれて

いる。区画内には貝殻腹縁文が斜位に充填されている。

胴下部は無文である。器形、施文、文様ともに東裏団地

の基本的な特徴を有するが、文様には以下のような要素

のものもみられる。 1以外のものは小破片が多 く、全体

の文様構成等は不明な点が多い。

3～ 6、 23、 24は平行沈線間に波状沈線文をえがくも

のである。

8、 14、 16は 曲線文をえがくものである。

9、 10、 15、 23～ 26は横位、縦位、斜位の沈線文で幾

何学的な区画をおこない、内部に貝殻腹縁文を充填する

ものである。

2)石器

石器は34点 出土した。石鏃 3点、石鏃未成品 5点、ス

クレイパー 5点、両面加工のスクレイパー 1点、クサビ

形石器 2点、特殊磨石 3点、磨石 2点、石皿 4点 などが

ある。石鏃は大形のものが含まれる。黒曜石製のもの

は、長さ2.8cm、 幅広で扶 りが浅く、素材剥片の剥離面を

大きく残存するものである。チャー ト製のものは、長さ

3.Ocm、 基部の決 りが深い方形をした鍬形鏃である。とも

に、早期に特徴的な形態である。

3)そ の他

江戸時代末の染付 3点、明治時代初期の型紙摺絵の染

付 6点のほか、近現代の陶磁器 9点、鉄製品などが出土

している。

6 まとめ

この地点は、町道針の木線より1段低い段丘面で桑畑

になっていた。旧地主の中村寛氏が石鏃を13点採集 し、

保管されていたことから遺跡であることが判明 した (中

本寸、1988)。

住宅団地の造成で、この畑地全域が埋め立てられるこ

とになり、段丘中央部に町道が計画され、その部分のみ

発掘調査 された。この結果、約7000年 前の縄文時代早期

の中葉、沈線文土器期の土器集中区 2か所が確認 され

た。
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東裏遺跡の東裏団地地点の出土土器は、信濃町の沈線

文系土器としては初期のものがまとまってあり、縄文土

器の変遷を知るうえで大変重要な成果である。調査当初

は、信濃町で沈線文系土器の存在が知られてなく、長ら

くこの土器の位置づけが不明であったが、大道下遺跡、

上山桑A遺跡などの発掘で後続と思われる沈線文系の土

器が出土し、また長野県内でもこの時期に対する認識が

深まったため、東裏団地地点出土の縄文土器の位置づけ

がようやく定まるところとなった。

99町道柴山線地点 93東裏団地地点

一　表土
　
一　
柏畑峠励層
　
一　上部劃間層
　
一

60 埋土

20 黒色火山灰土壊 (耕土)

やわらかい

知 黒

躍 T I覧
童

器

12 黒色火山灰層      :・
こけついい、特に黒みが強Vゝ

6 黒灰褐色火山灰質シルト

8 灰褐色火山灰質シルト

7 明黄灰色細粒～中粒火山灰 【ヌカ I】

12 灰 褐 色 火 山灰 質 シル ト

暗褐色火山灰質シルト やや泥炭質

灰褐色粘土

濃黄褐色火山灰質シルト

スコリア、岩片を少しまじる

3+濃褐色火山灰質シルト

スコリア、岩片まじり

図 4 東裏遺跡の地層

35 黒色火山灰質土壊

(表土)

25 黒色火山灰質土壊

真っ黒

24 黒色火山灰質土壊

ややうすい

3 暗灰褐色火山灰質シルト

10 灰褐色シルト

6 ガラス質火山灰  【ヌカ I】

10+灰 自色粘土上
部
古
間
層
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図 5 東裏遺跡東裏団地地点出土の縄文土器 1 早期沈線文系土器
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図 6 東裏遺跡東裏団地地点出土の縄文土器 2
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表 2 東裏遺跡東裏団地地点出土の縄文土器一覧

(注)砂粒の記号

qt石英、ho角 閃石、au輝石類、hyシ ソ輝石、bt黒雲母、mg磁鉄鉱、■ 長石類、自 白色岩片、赤 赤色岩片、灰 灰色岩片、

茶 茶色岩片、黒 黒色岩片、chチ ャー ト、高 高温型石英を含む、砂 水磨された砂の粒子を含む

時 期 文様・文様要素
胎 土

繊維混入量 遺 物 番 号 備 考
口夏 砂粒の種類

1 早期後葉 沈線文 I 沈線文、貝殻腹縁文 有 qt. ch. ho. tr ごく微量 93HD・ D5-2、 3、 4、 5、 6、 13、 21

2 少 H. qr, no, cn 93HD・ D4-9、 10、 93HD・ D5-1

3 有
rLcn, qt . no. Ll 93HD・ D5-6他

4 qt、 白、ho、 灰 93HD・ D5-15、 38

5 qt, ch. D(, ho 93HD・ D5-8、  11、 34、 35、 44

6 93HD・ D5-27

7 少
r4no. hl. qt. cn 93HD・ D2-57、 75

白、灰、qt、 ho 93HD・ Cll-26

9 F. qt. ho 少 93HD・ Cll-31

灰、qt、 白、ho 93HD・ Cll-28、 29

qt. ho. H ごく微量 93HD・ C13-4

qt. ho. D( 93HD・ C13-1

E. qt. ho 93HD・ C12-3

有 qt≫ 白 93HD・ D2-28、 29、 51 高温型石英

ごく微量 93HD・ D2-33、 94

少～有 qt≫ ho、 白 93HD・ D2-35

少 qt≫ 白 93HD・ D2-40

少 93HD・ D2-27

ごく微量 93HD・ D2-26

有 白、灰、qt、 bt 93HD・ Cll-20

灰 >ho、 qt    砂 93HD・ D3-35、 36、 45

ch、  灰、 ho、 qt     砂 93HD・ D3-17

ch、  灰、 qt、 ho     砂 93HD・ D2-6、  7、 45、 91

ch. E. qt. ho F) 少 93HD・ D3-12、 41

少 Li. cn. qt. no ごく微量 93HD・ D3-40

ch. qt. ho n) 93HD・ D3-19

ch、 白、qt     砂 ごく微量 93HD・ D3-13

ch. El. qt. ho 93HD・ D2-10

少～有 白、灰、 ch、 qt 少 93HD・ Dl-3

少 ch、 自、灰、qt 砂 93HD・ Dl-7、  11

白、qt、 ho   砂 ごく微量 93HD・ C12-5
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Ⅱ 東裏遺跡町道柴山線地点の発掘調査

柏原の南部、伊勢見山の南麓を南西に流れる細谷沢と

鳥居川の合流点付近に発達する小規模な段丘面に立地す

る。南側には信濃町役場方面から小さな沢が開析 してお

り、さらに南隣のやせ尾根状の段丘先端部には東裏城跡

が位置している。

3 調査の概要

川沿いの畑地で、古間上島団地に通じる町道柴山線を

建設することになり、発掘調査をおこなった。

調査主体者 信濃町教育委員会 教育長 小林 豊雄

事 務 局 総務教育課長       北村 敦博

係  長         北村 恭一

係           池田 昭博

遺跡所在地

調査主体

調査面積

調査期間

調査 目的

調査担当者 中村 由克

調査参加者 青柳 成子、麻田

落合 春人、金子

木村キミ子、駒村

小林 正義、佐藤

渋沢ユキ子、高橋

深沢 政雄、藤田

油井 京子

1 概要

長野県上水内郡信濃町大字柏原字東裏

信濃町教育委員会

450M2

1999(平成11)年 4月 23日 ～6月 8日

町道柴山線の建設工事に伴う発掘調査

2 遺跡の位置

5月 18日 ～遺物測量、図化、取 り上げ。

5月 21日 試掘開始。

5月 31日  一部拡張。

6月 4日  発掘作業終了。

6月 8日  測量、図化完了。発掘調査終了。引渡 し。

4 遺物の出土状況・層位

1)出土状況

発掘地の西倶Jと 東側に遺物の集中区が確認された。遺

構はなく、遺物は散布の状態で出土した。

東部では、20K区のAl～ D3グ リッドに、遺物が多

いがやや散在的である。これに対 して西部では、181区

Flグ リッド、 13グ リッド、18」 区C4・ 5グ リッド

などに遺物の集中地点が認められる。

2)層位

約60cmの 埋土 (客土)の下、表土 (耕土)20cm、 黒色

火山灰層32cm、 7 cmの ヌカ I火山灰層 (AT)を はさむ

厚さ33cmの 火山灰質シル ト層からなる上部野尻湖層Ⅱ相

当層、その下位に41cm十 の上部野尻湖層 I相当層が調査

地域内ではみられる。

縄文時代早期の遺物は、上下に2分 される柏原黒色火

山灰層の境界付近に多 く出土 した。

5 出土遺物

1)縄文土器など

縄文時代早期の沈線文系土器がまとまって出土 し、ほ

かに、後期のものがわずかにみられる。

沈線文系土器は、概 して薄手のものが多い。細めの沈

線文を施された土器 と条線文が施された土器がある。沈

線文のものは、平行 しない沈線で扇形の模様をえが くも

の (1～ 4)、 平行する沈線で横位、縦位に区画 し、その

間に斜位の沈線をひくもの (5～ 9)、 口縁に爪形の刺突

列をつけ、その下に斜位の沈線を引 くもの (10～ 14)が

ある。条線文を施すものには、縦位区画をおこない、横

位、斜位に条線をひき、空白部に櫛歯状工具で刺突を充

紀子、荻原 敬蔵、

房江、北村 フクコ、

幸男、小林 栄子、

道子、佐藤 儀信、

是清、東   貢、

桂子、松本由美子、

調査経過

4月 21日  工事地域の表土剥 ぎ開始。

4月 23日 発掘調査開始。

5月 10日  測量、グリッド設定。

5月 13日  杉久保遺跡より作業員増員。発掘地の拡張。

5月 17日  東裏遺跡個人住宅の発掘へ作業員一部移動。
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填するもの (15～ 21)、 棒状工具による刺突が施されるも

の (22～ 29)、 条線文のみのもの (30～ 40)な どがある。

41は 、無文土器である。胎土に繊維を多 く含む。42

は、単節RL― LRの原体を交互に回転 した羽状縄文土

器である。底部付近には、条痕が施されていて、下底に

穴が穿たれている。胎土には、繊維を多 く含む。とも

に、縄文時代早期末の条痕文系土器と思われる。

43は 、縄文時代後期の磨消縄文土器である。

44は 、弥生時代の土器である。

2)石器

石器は70点 出土 した。石鏃 4点 (黒曜石)、 石匙 1点

(無斑品質安山岩)、 スクレイパー2点、(黒曜石、無斑晶

質安山岩)、 剥片39点 、石核 2点 (シ ル ト岩、無斑品質安

山岩)、 特殊磨石 4点、凹石 3点、磨石 6点、石皿状礫 2

点、敲石の可能性のある小円礫7点 などである。

3)そ の他

江戸時代後期の染付 1点、近現代の陶磁器14点などが

ある。

6 ま とめ

柴山線地点は、東裏団地地点と開析され始めた狭い低

地をはさんで隣接 した位置にある。出土遺物も同様に縄

文時代早期中葉の沈線文系土器が中心である。柴山線地

点の方は、沈線文でもやや後出のものである。また、縄

文後期、弥生時代など、その後の時期の遺物もわずかな

がら出土している。

柴山線地点、東裏団地地点ともに沈線文系土器がまと

まってえられており、上山桑A遺跡の出土品をあわせて

見ると、当地域の縄文時代中葉の土器変遷の全体像が把

握できるようになった。

表 3 東裏遺跡 町道柴山線地点の出土遺物点数

種 類
石 器

(剥片石器)

剥片・石核 礫石器 縄文土器 弥生土器
古代土器

(土 師器)

江戸時代

後期染付

近世～近代
ふいご羽日

近現代

陶磁器

礫・

その他
合 計

点 数 1 1,072
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図 9 東裏遺跡町道柴山線地点出土の縄文土器 2 早期 。沈線文系土器
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41・ 42

東裏遺跡町道柴山線地点出土の縄文土器 3 早期 。後期・弥生土器
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表 4 東裏遺跡町道柴山線地点出土の縄文土器一覧

時 期 文様・文様要素
胎   土

繊維混入量 遺 物 番 号 備 考
日璽 砂粒の種類

1 早期後葉 沈線文Ⅱ 沈線文 少～有 qt、 白、fl、 ho 有 99HU・ 20KB 2-45

2 有 99HU・ 20KB 2-46 高温型石英

少～有 99HU・ 20KB 2-47

4 やや多 99HU・ 20KB 2-9

5
沈線文
その他

沈線文
有～

やや多
H. qt. mg やや多 99HU・ 18」C5-37 高温型石英

6 白、qt>ho 99HU・ 18JC 5-38、 99HU・ 」・D5-1
7 やや多 白、qt 多 99HU・ 18JB 5-45

8 H. qt. no やや多 99HU.18JC 5-18

沈線文、刺突文
有～

やや多
H. qt, mg 多 99HU・ 18JB 4-85

刺突文、沈線文 有 99HU・ 20KC 2-14

やや多 H, qr. no 99HU・ 20KC 2-8
LH, qr. no. lvrg 99HU・ 20KD 2-66

H, qt. no 99HU・ 20KC 2-9

99HU・ 20KC l-4

沈線文Ⅱ 条線、刺突文 少 有～やや多
99HU・ 181H3-6、 97、 108、  112、  133、

186、  200イ也

白、qt、 ho、 bt やや多
99HU・ 181H3-46、 62、 65、 87、 93、 121、

150、  155イ也

H. qt. mg, no
99HU・ 181H3-34、  59、 75、 184、 202、

205

Ll. qt. ho 有～やや多 99HU・ 181H3-70、  135、  162、  189、  194

白、mg、 ho、 1 99HU・ 181G2-8

H. qt. no. mg 有 99HU・ 181H3-12

qt、 白 有～やや多 99HU・ 181H3-123

沈線文、刺突文
有～

やや多
H. qr. no. mg 99HU・ 20KD 2-32、 38、 40、 49 高温型石英

ch、 白      砂 多 99HU・ 18」 C4、 23、 46

有 有～やや多 99HU・ 18」C4-44

有～

やや多
qr. H. no 99HU・ 20KD 2-6

ch. qt, mg t) やや多 99HU・ 18」 C4-26、 28

ch、 qt、 自    砂 有～やや多
99HU・ 18JB4-76、 102、 99HU・ 18」 C4-17、
45、 99HU・ 18」C5-1、 56

有 ch、 白      砂 99HU・ 18」 C4-29、 31

99HU・ 18」C5-4
条線、刺突文 少 H. qr. no 有 99HU・ 181F l-8 高温型石英

99HU・ 18DF 8-23

有 qr. H. no 99HU・ 20KD 2-8 高温型石英

条線 少～有 白、灰、ho 有～やや多 99HU・ 18」B4-58

条線、刺突文
有～

やや多
qr, H, n0. 99HU・ 18JC 5-35 高温型石英

条線 少 EI. nO. mg やや多 99HU・ 181F l-22

有 ch、 自      砂 有～やや多 99HU・ 18」 C4-2、 99HU・ 18JC 6-2、 3

少～有
rAcn. qt. H. no F 少 99HU・ 181G2-17

有 ch. E. qt. ho F, 99HU・ 181F l-20

やや多 H. qt. no 有 99HU・ 20KD 2-36 高温型石英

有 99HU・ 181H3-127

条痕文 無文
きわめ
て少

やや多

99HU・ 181H3-14、  17、 63、 136、  142、

144、  151、  153、  157、  163、  176、  177、  180、

181、  182、  198、  206

羽状縄文、

条痕文
少 砂 多

99HU・ 20KD 2-9、  12、  13、  14、  15、  16、

17、  18、  19、  20、  21、  23、  29、  53、  54、  55、

56、  57、  58、  59、  60、  62、  63、  65、  67、  68

後期 磨消縄文 やや多 白、qt、 bt、 日 99HU・ 181F l-5、  6、  7

弥 生 少 灰、白、黒、  砂 99HU・ 18DF 8-11

(注)砂粒記号は、表 2(P7)と 同じ
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図版 1

1 東裏遺跡東裏 |・
ll地地点の発掘調査 南方をのぞむ

3 縄文時代の遺物集中|〈  1)21ズ

4 縄文時代 LL期 の沈線 丈上器の出 L状況 5 沈線文土器 6 沈線 丈上器
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図版 2

束裏遺跡東裏団地地点出上の縄文土器 1 早期・沈線 文系 li器



図版 3

14-31

井〔裏遺跡束裏団地地点出 llの 縄文 11器 2 早期・沈線文系■器
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図版 4
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図版 5
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束裏遺跡町道柴山線地点の発掘風景 役場側 (北 ltl)を のぞむ

2 町道柴曲線地点 榊Π谷沢 (南 束)を のそむ 3 町道柴曲線地点 束部 (別 KI〈 )の遺物出 Ll尺 1兄

5 ‖li並柴曲線地点の地肝l ll道柴山線地点 7Ч部 (181 JI〈 )の i量物出上状況
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図版 6
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図版 7
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束裏遺跡町道柴山線地点出土の縄文土器 2
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図版 9

東裏遺跡町道柴山線地点出土の縄文土器 4
0        5cm
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0
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5cm
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東裏遺跡町道柴山線地点出土の縄文時代の石器、江戸時代末の染付、近世陶磁器
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図版10
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